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ODP 国際海洋掘削計画 に よ る 海底下 生命圏研究 ： （1 ）

Peru　Margin 付加体堆積物 中の 微生物群集構造 （OI）P 　Leg．　201）

い な が きふ み お 　す ずき ま さ え　 ぬ の うらた く ろ う　 た か い け ん 　 　 　け ねす 　 に
一

るそ ん 　 　ほ り こ し こ うき

○稲垣 史生、鈴木雅恵、布浦拓郎、高井研、Kenneth　H ．　Nealson、掘越弘毅、

ODP 　Leg．　201　Shipboard　Scientific　Party　（海洋科技セ ・地殻 内微 生物研究領域）

　海底下 に は地表を も凌 ぐ広大な生物圏が拡が っ て い る 、 とい っ た 仮説が立て られ

世界 中の 様 々 な分野 の 研究 者か ら注 目を集 めて い る が 、 こ の 仮 説 は蛍光 染色 した微

生 物 の 直接 計数 に基づ く もの で あ り、 どの よ う な種 類の 微 生 物 が ど こ に い る の か ？

生 きて い る の か 、 死ん で い る の か ？現場環境 との 関連性 は ある の か ？ とい っ た多 く

の 疑問が 未解明の ま ま蓄積されて い る 。

　昨年 2 月 〜 3 月 にか けて 行わ れた ODP 　Leg．201 航海は 、微生物学と地球化学を中

心 と した、世界で 初め て の本格的な海底下微生物圏調査 で ある 。 本航海の主 な 目的

は 、 海底下 に お ける硫酸還 元 とメ タ ン 生 成 ・消 費に 関与す る活 動的微 生 物群集 の 量

と多様性及 び活 性 を評価する こ と に あ る 。 赤道 直下の ガ ラパ ゴス 諸 島近傍の 2 サ イ

トとペ ル
ー

沖 の 5 サイ トの 計 7 サイ トで 掘削 された堆 積物 コ ア 試料 に つ い て 、 有機

炭素 ・ 硫酸 ・ 硫 化水素 ・ 水素 ・メ タ ン ・鉄 ・ マ ンガ ン と い っ た、微生物の成 育に と

っ て 鍵 とな る 間隙水 中の 地球化学的因子が船 上 にて 測 定され る と同時 に 、 コ ン タ ミ

ネ
ー シ ョ ン の 評価 や 、 嫌気培養実験 、 放射性同位体 を 用 い た 活性測 定 、 及び冷蔵室

内で の DNA 解析用の 試料採取な どが行　　　　　　　　　　　　　　　　　　
； 2σ

わ れ た 。 我 々 は 、 Leg ．201 航海 に よ っ

て 得 られた コ ア試料の うち、 メ タ ンハ イ

ドレー トを 含 む ペ ル ー 沖 付 加 体 堆積 物

（site 　1230） とハ イ ド レー トを含 ま な 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
゜
’

い 、 よ り陸域 に近 い 付 加体 堆積物 （site

1227）の アーキア及びバ クテ リアの 16S

rDNA を用 い た鉛直的微生物群集 構造解

析お よ び Quantitative− PCR 解析を行 っ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一2・’

た 。 本 講演で は 、 微生物試料の 調製を含

む クル
ーズ全体 の 概 要 を説 明 し 、 分子 系

統学的手法に よ っ て 得 られ た極め て 特異

な海底 下微 生物群集の多様性 と各掘削地

点 にお ける地球化学的成分組成変化の特

性 との 関連 性 につ い て 議論す る 。

　（E −mai1 ：inagkai＠jamstec．go．jp）
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